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要

約
北
海
道
の
大
雪
山
国
立
公
園
内
で
計
画
さ
れ
て
い

る
道
道
士
幌
然
別
湖
線

(通
称

"
士
幌
高
原
道
路
)

の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

(平

成
七
～
九
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

環

境
調
査
報
告
書
)
に
つ
い
て
、
長
年
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の

野
外
調
査
を
行
な

っ
て
い
る
経
験
か
ら
意
見
を
述

べ

た
。
主
な
問
題
点
と
し
て
、
調
査
方
法
が
不
備

で
あ

る
点
、
調
査
報
告
書
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
点
、
ナ

キ
ウ
サ
ギ
の
生
態
的
側
面
を
考
慮
せ
ず
に
調
査
を
行

な

っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

含
ん
だ
調
査
結
果
を
基
に
引
き
出
さ
れ
た

「
こ
の
道

路
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
地

に
影
響
が
な
い
」
と
い

う
結
論
は
説
得
力
が
乏
し
い
。

は

じ

め

に

士
幌
高
原
道
路

(道
道
士
幌
然
別
湖
線
)
計
画
の
問
題

は
、
千
歳
川
放
水
路
問
題
と
並
び
、
今
後
の
北
海
道
の
自

然
保
護
の
歴
史
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
い
る
。
士
幌
高
原
道
路
計
画
は
、
無
駄
な
公
共
事

業
で
あ
る
こ
と
、
道
路

の
波
及
効
果
を
あ
て
に
し
た
安
易

な
地
域
振
興
を
目
指
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
争
点

と
し
て
幾

つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
然
環
境
の
保

全
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
計
画
が
大
雪
山
国
立
公

園
内
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
問
題
と
な
る
。
特

に

建
設
予
定
地
は
原
始
の
森
林
が
広
が
り
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、

ク
マ
ゲ
ラ
、
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
天
然
記
念
物

を
は
じ
め
と
し
、
ヒ
グ

マ
、
ク
ロ
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
、
ナ
キ

ウ
サ
ギ
な
ど
の
多
様
な
生
物
が
住
む
貴
重
な
場
所
で
あ
る
。

ま
た
近
年
、
こ
の

一
帯
が
日
本
で
も
最
大
級

の
累
積
風
穴

地
帯
で
あ
る

(佐
藤
、

一
九
九
七
)
こ
と
や
道
内
最
大
級

の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
で
あ
る

(日
本
哺
乳
類
学
会
、

一

九
九
二

"
日
本
生
態
学
会
、

一
九
九
七
)
こ
と
も
わ
か

っ

て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
自
然
が
残

っ
て
い
る
地
域
で
の
建

設
で
あ
る
か
ら
、
十
分
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
道
路
建
設
の
た
め
に

行
な
わ
れ
た
、
北
海
道
帯
広
土
木
現
業
所
が
調
査
主
体
の

一
連
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
は
非
常
に
杜
撰

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
を
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
調
査
に
つ
い
て
指
摘
す
る
の

が
、
本
論
文
の
目
的

で
あ
る
。

「
平
成
七
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査
-
環
境
調

査
報
告
書
1
(平
成
七
年
十
二
月
)」
に
つ
い
て

こ
の
調
査

の
目
的
は
、
「道
路

(
ト
ン
ネ

ル
)

の
建
設

及
び
供
用
に
よ
る
影
響
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
、

現
況
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
」
こ
と
と

し
て
い
る
。

こ
の
調
査
に
は
、
鳴
き
声
確
認
調
査
と
痕
跡

確
認
調
査
の
二

つ
が
あ

っ
た
。
そ
の
問
題
点
は
以
下
の
五

つ
で
あ
る
。

鳴
き
声
確
認
調
査
に
つ
い
て

D

不
適
当
な
実
施
時
期

鋤

天
候
の
記
述
欠
如

鋤

推
定
生
息
数
を
算
出
し
た
根
拠
の
あ
い
ま
い
さ

痕
跡
確
認
調
査
に
つ
い
て

勾

痕
跡
調
査
に
お
け
る
食
痕
調
査
の
欠
如

励

ト
ン
ネ
ル
抗
口

(出
入
り
口
)
予
定
地
周
辺
の
調

査
の
欠
如

鳴
き
声
確
認
調
査
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、

一
つ
め
に
、

実
施
時
期
が
不
適
当

で
あ
る
。
調
査
は

一
九
九
五
年
十
月

に
行
な
わ
れ
た
が
、
十
月
は
雄

の
連
続
音
が
ほ
と
ん
ど
聞

か
れ
な
い
時
期

で
、
両
性
が
発
す
る
単
音
も
非
常
に
少
な

い
時
期

で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
鳴
き
声
調
査
を
行
な
う
と
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い
う
こ
と
自
体
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
態
を
理
解
し
て
い
な

い
。
二

つ
め
に
、
天
候
が
記
述
さ
れ
て
い
な

い
。
ナ
キ
ウ

サ
ギ
は
、
強
い
風
が
吹
く
と
ほ
と
ん
ど
地
上

に
出
て
こ
な

い
。
ま
た
、
雨
の
日
も
同
様

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
象

条
件

の
日
に
調
査
し
て
も
鳴
き
声
は
か
な
り
少
な
く
な
る
。

気
象
条
件

に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
、
天
候
を
明
記
し

て
い
な
い
報
告
書
の
信
頼
性
は
低

い
。
三

つ
め
に
、
最
終

的
な
結
論
を
導
き
出
し
た
根
拠
が
不
明
で
あ
る
。
本
文
に

「
確
認
事
例
が
極
端
に
少
な
く
、
か

つ
確
認

条
件
が
よ
く

な
か

っ
た
」
と
記
載
し
な
が
ら
も
、

「
調
査

区
と
そ
の
縁

辺
に
は
二
～
三
頭
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
四
例

の
鳴
き
声

が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
た

っ
た
四

つ
の
鳴
き
声

か
ら
生
息
数
を
導
き
出
す
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

次
に
痕
跡
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
調
査

で
は

糞
と
貯
食

の
二

つ
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し

て
、
生
息
域

を
判
定
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
食
痕
に

つ
い
て
は
調

べ
て
い
な
い
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
食
痕
は
、
鋭

い
刃
物
で
斜

め
に
カ

ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
な
断
面
を
呈
す
る
た
め
に
、
生

息
痕
跡
と
し
て
比
較
的
分
か
り
易
い
情
報
で
あ
る
。
も
し
、

こ
の
場
所

に
お
け
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
行
動
圏

や
生
息
条
件

を
正
当

に
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
こ
の
食
痕
調
査

も
同
時
に
行
な
う
べ
き
で
あ

っ
た
。

調
査
を
行
な
う
た
あ
の
コ
ド
ラ
ー
ト

(方
形
区
)
を
、

法
面
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
抗
口
予
定
地
か
ら
離
し
て
設
定
し

た
こ
と
は
、
法
面
を
含
め
ト
ン
ネ
ル
抗
口
予
定
地
に
ナ
キ

ウ
サ
ギ
が
い
な
い
と
す
る
た
め
に
故
意
に
行
な

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
念
を
覚
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
調
査
地

一

帯
は
以
前
か
ら
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
地
で
あ
る
こ
と
が
学

会
誌
に
報
告
さ
れ
て
い
た

(坂
上
ほ
か
、

一
九
五
六
)
場

所
で
あ
る
こ
と
を
、
地
元
の
自
然
保
護
団
体
が
指
摘
を
し

て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
は

「
ナ
キ
ウ

サ
ギ

の
生

息

地

は
、

…

…

抗

口
部

周

辺

で

は
法

頭

よ

り
約

二
十

m
程

離

れ

て

い

る
」

と

コ
メ

ン
ト
し

、

法

面

の
調

査

は
行

な

っ
て

い
な

か

っ
た

。

「
(調
査
そ
の
二
)
報
告
書
1
(平
成
八
年
八
月
)
」

に
つ

い
てこ

の
報
告
書
は
、
平
成
七
年
度
と
同
じ
目
的

で
行
な
わ

れ
た
。
こ
の
年
度
の
調
査
は
七
年
度

の
調
査
時
よ
り
調
査

範
囲
を
西
お
よ
び
北

へ
各
二
十

m
広
げ
て
調
査
を
行
な

っ

た
。

こ
れ
は
、
「法
面
も
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地

で
は
な
い

の
か
」
と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

問
題

の
法
面
や
ト
ン
ネ
ル
抗
口
予
定
地
を
調
査
範
囲
に
含

め
な
か

っ
た
。

こ
の
年
度
も
鳴
き
声
確
認
調
査
と
痕
跡
確
認
調
査
の
二

つ
を
行
な

っ
た
。
問
題
点
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

鳴
き
声
確
認
調
査
に
つ
い
て

D

生
息
数
推
定
方
法
の
問
題
点

痕
跡
確
認
調
査
に
つ
い
て

鋤

痕
跡
調
査
に
お
け
る
食
痕
調
査
の
欠
如

鋤

ト
ン
ネ
ル
抗
口

(出
入
り
口
)
予
定
地
周
辺
の
調

査
の
欠
如

鳴
き
声
確
認
調
査
は
、
七
年
度
と
同
様
の
方
法
で
行
わ

れ
た
。
特
に
問
題
で
あ
る
の
は
、
生
息
数
の
推
定
方
法

で

あ
る
。
報
告
書
の
考
察
の
項

に

「
鳴
き
交
わ
し
或
い
は
鳴

き
声
の
時
間
的
間
隔
す
な
わ
ち
鳴
き
声
の
発
生
位
置
間
の

移
動
が
時
間
的
に
可
能
か
否
か
、
か
ら
判
断
し
て
行
な
う
。

例
え
ば
、

一
回
の
鳴
き
交
わ
し
が
あ
れ
ば
、
二
個
体
の
存

在
が
わ
か
る
」
と
し
て
い
る
。
簡
単

に
い
う
と
、
「鳴
き

交
わ
し
が
あ
れ
ば
二
個
体
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

一
度

鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
次
に
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
場
合
、
二

度
目
に
鳴

い
た
場
所

へ
移
動
す
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
同
個
体
と
見
な
し
、

一
個
体
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
と
し
て
鳴
き
交
わ
し
は
な
か

っ
た
の

で
、
「
推
定
さ
れ
る
個
体
数
は

一
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
調
査
で
確
認
し
た
全

て
の
鳴
き
声
は
、

一

個
体
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
せ
ら
れ
た
と
み
な
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
度
鳴
い
て
か
ら
次
に
鳴
く
ま

で
の
時
間
が
、
移
動
に
要
す
る
時
間
を
超
え
て
い
れ
ば
、

同
個
体
で
あ
る
と
見
な
し
た
と
こ
ろ
に
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の

生
息
数
を
低
く
見
積
も
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
伺
え
る
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、

一
個
体
以
上
が
生

息
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
保
全
を
目
的
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
生
息
数
は
最
大
数
を
推
定
す
べ
き
で
あ
る
。

確
認
さ
れ
た
鳴
き
声
の
数
は
十
九
で
あ
る
の
で
、
鳴
き
声

が
全
て
別
個
体
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
最
大
十
九
個
体
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
鳴
き
声
か
ら
生
息
数
を
推
定
す

る
な
ら
ば
、

一
度
鳴
い
て
か
ら
次
に
鳴
く
ま
で
の
時
間
が

か
か

っ
た
場
合
、
別
の
個
体
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
と
、

同

一
個
体
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
生
息
数
の
両
方
を

示
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
痕
跡
調
査
は
七
年
度
調
査
と
同
じ
で
あ
り
、
そ

の
問
題
点
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
再
び
言
及
は
し

な
い
。

「
平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査
1
(環
境

調
査
そ
の
五
)
報
告
書
1
(平
成
九
年
三
月
)」
に
つ
い
て

こ
の
調
査
は
、
「
旧
道
路
崩
壊
法
面
周
辺

の
動
物

の
生

息
状
況
の
把
握
を
目
的
」
と
し
て
、
痕
跡
お
よ
び
鳴
き
声

の
確
認
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
取
り
扱

っ
た
報
告
書
の
中

で
も
特
に
杜
撰

な
出
来
で
、
以
下
の
三

つ
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

D

不
適
切
な
調
査
時
間
帯
の
設
定

鋤

調
査
能
力
の
不
足

鋤

報
告
書
の
体
裁
が
と
れ
て
い
な
い
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一
つ
め
に
、
調
査
時
間
の
不
適
切
な
設
定
が
あ
る
。
調

査
開
始
時
間
が
日
に
よ

っ
て
様
々
で
あ
る
う
え
、
調
査
に

従
事
し
て
い
る
時
間
が
十
分
～
二
時
間
ま
で
様
々
で
あ
る

(五
十
八
日
間
の
調
査
日
数
の
う
ち
、

ほ
ぼ
半
分
が
三
十

分
以
下
の
調
査
と
な

っ
て
お
り
調
査
時
間
が
き
わ
め
て
短

い
)。

こ
の
よ
う
な
時
間
設
定

の
根
拠
が
全
く

不
明

で
あ

り
、
さ
ら
に
短
時
間
の
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ

る
結
果
の
信
頼
性
は
低
い
。
こ
の
調
査
は
哺
乳
類
が
対
象

と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
哺
乳
類
の
大
半
は
夜
行

性
で
あ
り
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
薄
明
薄
暮
に
行
動
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
調
査
時
間
は
早
朝
か
ら
設
定
す

べ
き
で
あ

っ

た
。
生
息
痕
跡
の
発
見
が
少
な
い
理
由
も
、
現
地
の
法
面

の
雪
面
は
風
で
常

に
流
動
し
て
い
る
こ
と
や
調
査
の
開
始

時
間
が
遅
い
こ
と
が
原
因

で
、
小
哺
乳
類
の
足
跡
な
ど
は

消
え
て
し
ま

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二

つ
め
に
、
調
査
能
力

の
問
題
が
あ
る
。

一
月
二
十
四

日
～
三
月
二
十
五
日
ま
で
約
三
ヵ
月
間
調
査

し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
わ
ず
か
な
生
息
痕
跡
し
か
発
見
で
き
て
い
な
い
。

姿
、
糞
、
食
痕
が
全
く
発
見
で
き
な
か

っ
た

(私
た
ち
が

同
時
期
同
所

で
調
査
し
て
い
た
頃
、
こ
れ
ら

の
痕
跡
は
幾

つ
も
発
見
で
き
た
)。
こ
の
こ
と
か
ら
、
調
査

員
の
調
査

能
力
に
も
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
。

三

つ
め
に
、

こ
の
報
告
書
の
体
裁
が
あ
る
。
調
査
目
的

に
、
「
環
境
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
」

と
記
し

て

あ
る
が
、
デ
ー
タ
の
羅
列
に
の
み
始
終
し
て
い
る
。

こ
れ

で
は
環
境
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
結
局
、

こ

の
報
告
書
は
何
を
目
的
に
し
、

こ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う

に
生
か
す
か
が
不
明
で
あ
る
。

「平
成
9
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

1

(環
境

調
査
そ
の
四
)
報
告
書
1
(平
成
十
年

一
月
)
」
に
つ
い
て

一
九
九
六
年
十

一
月
、
小
野
山
が
鹿
追
側

ト
ン
ネ
ル
抗

口
予
定
地

の
法
面
に
お
い
て
、

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ッ
ツ
ジ
に
ナ

キ
ウ
サ
ギ
の
食
痕
を
見

つ
け
、

一
九
九
七
年
五
月
、
小
野

山

・
小
島
が
新
た
な
食
痕
に
加
え
て
、

一
時
貯
食
と
ナ
キ

ウ
サ
ギ
の
糞
を
発
見
し
た
。
小
野
山

・
小
島
は
環
境
庁
と

道
庁
宛

に
ト
ン
ネ
ル
建
設
計
画
の
撤
回
の
要
望
書

(小
野

山

・
小
島
、

一
九
九
七
)
を
提
出
し
た
。
当
所
が
ナ
キ
ウ

サ
ギ
の
生
息
地
で
あ
る
と
の
小
野
山

・
小
島

の
報
告
を
受

け
て
、
九
年
度
の
調
査
は
こ
れ
を
検
証
す
る
目
的

で
行
な

わ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
食
痕
、
貯
食
、
糞
、
お
よ
び
鳴
き
声
の

調
査
で
あ

っ
た
。
問
題
点
は
、
以
下
の
三

つ
で
あ
る
。

D

不
適
当
な
調
査
時
期
の
設
定

鋤

根
拠
が
な
い
記
述
が
多
い

鋤

ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
態
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

知
識
不
足

一
つ
あ
に
、
調
査
時
期
が
不
適
当
で
あ
る
。
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
活
動
が
低
下
す
る
十

一
月
の
調
査
予
定
に
対
し
て
、

適
切
な
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
申
し

入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
は
調
査
を
実
施
し
た
。
二

つ
め
に
、
根
拠
が
な
い
記
述
が
非
常
に
多
い
。
当
年
の
食

痕
を

「新
」
、
昨
年
以
前
の
食
痕
を

「
旧
」
と
し
て
い
る

が
、
何
を
根
拠

に
新
旧
に
分
け
ら
れ
た
の
か
明
確
で
な
い
。

食
痕
断
面

の
色

の
変
化
は
、
日
当
た
り
や
そ
の
場
所
の
環

境
条
件
に
よ
り
変
化
す
る
た
め
、
厳
密
に
新

・
旧
に
分
け

る
こ
と
は
難
し
い
。
過
去
に
調
査
し
て
こ
な
か

っ
た
場
所

で
、
た

っ
た
4
日
間
の
調
査
で
食
痕

の
新
旧
を
判
断

で
き

る
と
は
思
え
な
い
。
小
野
山

・
川
道

・
小
島
が
行
な

っ
た

法
面

で
の
食
痕
調
査

で
は
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
食
痕
が
見
ら

れ
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
食
痕
と
断
定

で
き
な
い
も
の
も
多
く

あ

っ
た
。
土
木
現
業
所
の
調
査

で
は
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
扱

っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
利
用
頻
度
が
低
い
と

い
う
結
論
を
出
す
の
な
ら
、

ナ
キ
ウ
サ
ギ
と
断
定
で
き
な

い
も
の
も
入
れ
て
論
じ
る

(
ナ
キ
ウ
サ
ギ
で
は
な
い
と
断

定
で
き
な
い
た
め
)
か
、
食
痕
の
扱
い
方
を
示
し
て
か
ら

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
も
問
題
な
の
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
門
崎
允
昭

氏
の
所
見
で
あ
る
。
門
崎
氏
は
、
法
面
を
俳
徊

・
採
食
専

用
地
、
そ
の
上
部
を
営
巣
地
と
位
置
づ
け
、
法
面
が
、
利

用
頻
度
の
極
め
て
低
い
場
所
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、

過
去
に
行
な
わ
れ
た
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
関
す
る
研
究
の
中
に

は
、
俳
徊

・
採
食
専
用
地
や
営
巣
地
と
い
う
概
念
を
用
い

た
も
の
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
概
念
を
用
い
る
と

き
は
、
過
去
の
研
究
結
果
と
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
晩
秋
か
ら
早

春
に
至
る
間
は
、
…
…
遠
方
ま
で
俳
徊
は
し
な
い
」
と
し
、

そ
の
間
、
法
面
は
使
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し

逆
に
、
長
年
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
研
究
を
重
ね
て
き
た
川
道
は
、

冬
期
に
は
雪
中
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
行
動
圏
は
通
常
よ

り
数
メ
ー
ト
ル
は
広
が
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
門

崎
氏
は
、
従
来
の
研
究
と
正
反
対
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
全
体
的
に
見
て
、
非
常
に
作
為
的
に
作

ら
れ
た
感
が
あ
る
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
利
用
す
る
土
地
を
俳

徊

・
採
食
専
用
地
と
営
巣
地
と
い
う
形
に
分
離
し
て
、
法

面
は
営
巣
地
で
な
い
か
ら
重
要
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
面
の
価
値
を
当
初
か
ら

軽
く
見
せ
る
た
め
の
操
作
的
な
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
調
査
結
果
に
追
従
し
た
所
見
を
出
し
た
門
崎
氏

は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
態
を
熟
知
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

以
上
四

つ
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
調
査
報
告
書
に
共
通
し
て
い

る
点
は
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
行
な

っ
た
者
は
ナ
キ
ウ

サ
ギ
に
つ
い
て
低
い
知
識
し
か
も

っ
て
お
ら
ず
、
調
査
方

法
が
適
当
で
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
調
査
結
果
に

基
づ
い
て

「
こ
の
道
路
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
に
影
響
が
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な
い
」
と
い
う
結
論
を
引
き
出
し
て
も
、
説
得
力
が
乏
し

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
調
査
に
多
く

の
税
金
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

北
海
道
建
設
部
や
帯
広
土
木
現
業
所
は
、
以
上
の
指
摘

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
士
幌
高
原
道
路
計
画
に
関
わ
る

全
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に

つ
い
て
の
認
識
を
改
め
る

べ
き
で
あ
る
。
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